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安全保障と国際情勢、国家の隷属性における⾃⼰決定の喪失、財政問題、世界の新たな現実
への遅れなど、全ての現実が競争原理において存在する世界において、⽇本は今⽇その岐路
に⾃⼰を有する。 
 
しかし未来における約束は存在するのである。それは新たな技術⽂明である。危機感の共有
と今⽇の変化は、新しい未来という現実を実現できるのである。 
 
これらは既存社会インフラの整備における新しい基準など、次世代への転換を、ゼロエミッ
ション、サーキュラエコノミーへの転換とともに提案するものである。 
 
これらは国際情勢が、新たな対⽴を有することに⾜して、⾃⼰の⾃⽴と独⽴への回帰は、独
⾃外交における世界への⾃⼰プレゼンスの構築を可能とできるのである。 
 
既存過去という原始性は、今⽇技術と学術の進歩における未来を模索しているのであり、こ
れらは⻄洋の理知主義が、新しい未来を模索していることを認識しなくてはいけない。 
 
これらは既存価値観の崩壊が、産業⾰命とともに存在するためであり、政治はこれらをリー
ドすることで未来の実現を可能とできるのである。 
 
これらは既存価値観から新しい未来という変化が存在することを留意すべきである。これ
らが⻄洋の⾃由主義における新しい未来の模索であることは理解すべきである。 
 
これら未来という約束へ、明確に⾃⼰の混戦作の構築や新しい理解の共有を求め国家の作
新を⾏うことは未来への適合性を⾏うことなのである。 
 
また既存システムは旧癖であり、未来に適合しないことは、新たな国家運営と社会システム
への転換を明確に求められるものである。 
 
これらは学術性の新たな要求であり、⼤学や教育の転換と新たな要求への適合は、未来とい
う必要性への正しい変化なのである。 


